
●共通ロゴマークの作成
　６２市区町村での取組みを広くＰＲ
するため、公募により制定
（応募総数153作品の中から最優秀作品
１点、優秀作品６点を選定し、10月3日
に区政会館にて表彰式を実施）

●共通啓発物品の作成
　多摩産材を活用したウッドチップ
（４万３千袋）を作成し、市区町村の
イベント等で配布

●「チーム・マイナス6％」への加入・
連携（加入年月日：平成19年8月1日）

●市区町村等が実施する事業との連携

35,000,000 34,326,652 673,348

子
ど
も
た
ち
へ
の

メ
ッ

セ
ー

ジ

●短編アニメーション「かれんと不思
議の森」の製作
　小学校６年生を対象に、東京の緑の
保全と地球温暖化防止の取組みの大切
さを伝える短編アニメーションを製作

みどり東京・温
暖化防止プロ
ジェクト助成

62,000,000 61,580,325 419,675

温室効果ガス
標準算定手法
の共有化推進

12,000,000 3,200,000 8,800,000

情報提供シス
テムの構築

3,000,000 634,200 2,365,800

市区町村職員
共同研修の実
施

3,900,000 467,920 3,432,080

222,900,000 164,384,246 58,515,754 残額については、（財）東京都区市町村振興協会に返納

予算額 残額

合　　　計

主　な　事　　業　　内　　容

●「地球温暖化防止と自治体の役割」「都市
のヒートアイランド」をテーマに計６回実施
（受講者数：３３５人）

地
域
へ
の
メ
ッ

セ
ー

ジ

11,832,59320,000,000

●本プロジェクトの周知、地球温暖化に関す
る地域への普及・啓発、情報交換・交流の場
とすることを目的に、ホームページを開設
（ http://all62.ｊｐ）

●自然環境に対する理解を深めるとともに、
自然の中での集団生活の経験を通して子ども
たちの健全な成長を促すことを目的として
「海・山・里の体験事業」を１０市町村で
１５回実施（参加者数：４９９人）

Project.2　情報の共有、相互利用環境の構築

87,000,000

Project.3　市区町村横断での活動の場の提供

52,342,556

●市区町村が共通利用できる温室効果ガス排
出量の算定手法を検討

みどり体験交
流事業

　　　　　　　　　平成１９年度 オール東京６２市区町村共同事業
　　　　　　　　　「みどり東京・温暖化防止プロジェクト」実績報告書

事　業　名

34,657,444

 みどり東京・
温暖化防止
キャンペーン

Project.1　共同行動・連携による普及・啓発

●市区町村が独自に実施する自然環境保護、
地球温暖化防止事業に、１市区町村１００万
円を限度として交付

（単位：円）

支出額

8,167,407

共
 

同
 

宣
 

言

製作会社：㈱共同テレビジョン
製作数量：1,700組
（都内全小学校等へ配布）

資料 ２



オール東京６２市区町村共同事業
「みどり東京・温暖化防止プロジェクト」共同宣言

 
                                          かけがえのない地球を守ろう

 
                                        ～一人ひとりの力をつないで～

 
　私たちの暮らす東京は、人口1,280万人を抱える世界有数の都市
でありながら、多摩の山並み、武蔵野の雑木林のみどり、伊豆諸
島・小笠原諸島周囲の美しい海原など、多様な自然環境を有してい
ます。
　一方、東京は人口や経済活動が集積し、資源やエネルギーの大量
消費地としてＣＯ2の大量排出、ヒートアイランド現象、森林の荒
廃、海洋汚染などさまざまな環境問題にも直面しています。
　特に暮らしと密接な関係にあるＣＯ2は、オフィスや家庭でのエネ
ルギー消費量が増大し、京都議定書の発効から２年が経った現在で
も、削減の兆しが見えない危機的状況にあります。
　今こそ、私たちは、地球環境問題の被害者であり加害者でもある
ことを改めて認識し、一人ひとりの力をつないで、東京そして地球
の環境を守るため、できることから行動するときです。
　東京６２市区町村は、かけがえのない地球を守るために、連携・
共同して「みどり東京・温暖化防止プロジェクト」を展開し、次の
行動を起こすことを宣言します。
 
 
一、　ＣＯ2削減につながる活動の普及に努め、省エネルギーの促進、温

　　　 室効果ガスの排出抑制を図ります。

 
一、　みどりの保全と地球温暖化防止対策を推進するための連携体制を

          構築します。

 
一、　人々が、環境を考え、行動できる場を作ります。
 
 
 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                       　２００７年１０月３日
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Project.1 共同行動・連携による普及・啓発 

 

１ みどり東京・温暖化防止キャンペーン 

  （１）共通ロゴマークの作成 

○内 容   ６２市区町村での取組みを広くＰＲするため、１５３作品の応募

の中から最優秀作品を選定し、共通ロゴマークを制定した。 

○効 果   各自治体の実施する環境イベントの際にも、プロジェクトのシン

ボルとして活用を図ることができた。 

○実施期間  平成１９年６月～平成１９年１０月 

 

共通ロゴ（公募により選定された最優秀作品） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

共通ロゴの公募について 

都内在住の生徒・学生、または都内在学の生徒・学生を対象に、「みどり東京・温

暖化防止プロジェクト」の取り組みを地域の人々に周知するとともに、プロジェクト

のシンボルとなるロゴを募集した。〔部門＝小学生、中学生、高校生、大学生（各種・

専門学校含む。）の 4 部門）〕 
応募総数は１５３点。この中から、最優秀賞 1 作品、各部門別優秀賞 2 作品を選定

した。１０月３日、最優秀賞及び優秀賞の受賞者に表彰を行った。 
 

櫻井 優理 
東京都東村山市  １９歳 専門学生 
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【優秀賞作品】 

【小学生の部】 

 
 
 
 
 
 
 
 
【中学生の部】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【大学・専門学生の部】 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
（２）共通啓発物品の作成 

○内 容   多摩産材を活用したウッドチップ４万３千袋を作成し、市区町村

のイベントで配布した。 

○効 果   各自治体の実施する環境イベントの際にも、プロジェクトの普 
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及・啓発が図ることができた。 

○実施期間  平成１９年９月～平成２０年３月 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ウッドチップ説明書及び本体 
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自治体名 配送数 自治体名 配送数

千代田区 100 小平市 200

中央区 150 日野市 1,000

港区 500 東村山市 200

新宿区 1,500 国立市 100

文京区 300 福生市 1,000

台東区 30 東大和市 2,000

江東区 150 清瀬市 1,000

品川区 500 東久留米市 200

目黒区 600 武蔵村山市 1,000

大田区 1,000 多摩市 500

中野区 850 稲城市 2,000

杉並区 2,000 あきる野市 1,000

豊島区 250 羽村市 1,000

北区 2,500 西東京市 300

荒川区 200 瑞穂町 2,000

板橋区 300 日の出町 4,000

練馬区 2,000 檜原村 100

足立区 1,000 奥多摩町 1,000

葛飾区 1,520 利島村 10

江戸川区 1,500 新島村 1,500

八王子市 750 御蔵島村 200

立川市 300 八丈町 100

武蔵野市 100 青ヶ島村 30

三鷹市 700 小笠原村 100

青梅市 1,000 区市町村計 42,090

府中市 100 特別区協議会 100

昭島市 1,000 自治調査会 810

調布市 150 合計 43,000

小金井市 500

（参考）配布団体数

区 20
市 23
町村 10
合計 53

平成19年度　啓発物品配布数
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（３）短編アニメーションの製作（子どもたちへのメッセージ） 

○内 容  次世代を担う東京の子どもたちに、東京の緑の保全と、地球温暖化

防止の取組みの大切さを伝える、15 分程度のアニメーションを作成

した。内容は小学校６年生理科の３学期の単元（生き物の暮らしと

環境）の副教材として活用できるものとした。 

○効 果  従来の教材に比べて親しみやすく、分かりやすい内容のアニメーシ

ョンとすることで、子どもたちの関心を引きつけるとともに、様々

な場における啓発事業にも活用することが期待できる。 

○数 量  １，７００組  

内訳 ６２市区町村 各４組、小学校 各１組（公立校１，３２８校、

国立６校、私立５２校） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ みどり体験交流事業 

○内 容  子どもたちが東京にある森、里、海などの自然環境をより身近に感じ、

考えられるようにし、自然環境保護の将来の担い手を育成すること、

また自然の中での集団生活を通して子どもたちの健全な成長を促すこ

とを目的に自然体験プログラムを実施した。同時に東京における自然

体験事業のモデルケースとしてノウハウを蓄積し、各市区町村に対し

て情報の還元を行った。 

 

○効 果  多様なプログラムを通して、東京に豊かな自然が存在することをあら

ためて知るとともに、その大切さを実感することができた。また、自

然の中で暮らすことにより、資源、エネルギーを使う日常生活を見直

すことができた。 

○実施期間 平成１９年４月１４日～平成１９年１０月１４日 

 

 

アニメのワンシーン 
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○参加人数等 

 

体験事業 実施日 期間 定員 応募者数 当選者数 参加者数 参加率

奥多摩町① 5/26～5/27 1 泊 2 日 40 人 23 人 23 人 23 人 57.5%

奥多摩町② 7/23～7/25 2 泊 3 日 40 人 40 人 40 人 35 人 87.5%

奥多摩町③ 8/27～8/29 2 泊 3 日 40 人 33 人 33 人 26 人 65.0%

奥多摩町④ 9/23～9/24 1 泊 2 日 40 人 38 人 38 人 36 人 90.0%

奥多摩町⑤ 10/13～10/14 1 泊 2 日 40 人 37 人 37 人 35 人 87.5%

檜原村Ⅰ 7/31～8/1 1 泊 2 日 25 人 101 人 25 人 23 人 92.0%

山
の
体
験 

檜原村Ⅱ 8/16～8/17 1 泊 2 日 25 人 127 人 25 人 22 人 88.0%

東大和市 4/14 1 日 30 人 18 人 18 人 21 人 70.0%

あきる野市 4/28 1 日 50 人 34 人 34 人 29 人 58.0%

八王子市 7/21～7/23 2 泊 3 日 100 人 323 人 100 人 90 人 90.0%

里
の
体
験 

日野市 7/28～7/29 1 泊 2 日 50 人 65 人 50 人 46 人 92.0%

神津島村 7/27～7/30 3 泊 4 日 30 人 114 人 30 人 29 人 96.7%

大島町 8/1～8/4 3 泊 4 日 30 人 100 人 30 人 23 人 76.7%

新島村 8/6～8/9 3 泊 4 日 30 人 153 人 30 人 29 人 96.7%

海
の
体
験 

八丈町 8/22～8/25 3 泊 4 日 30 人 126 人 32 人 32 人 106.7%

計 600 人 1,332 人 545 人 499 人 83.2%

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

海の体験 山の体験 

海の体験 
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３ みどり東京・温暖化防止プロジェクト助成金 

○内 容  自然環境保護および地球温暖化防止についての普及、啓発を図ること

を目的とする市区町村の自主事業に対して、１市区町村あたり年間

100 万円を上限に助成金を交付した。 

 

○効 果  市区町村における普及・啓発事業について、新規事業実施の契機にす

ると共に、既存事業の拡充を図ることができた。 

 

○実施期間 平成１９年４月１日～平成２０年３月３１日 
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Project.2 情報の共有・相互利用環境の構築 

１ 温室効果ガス標準算定手法の共有化推進 

○内 容  温室効果ガス標準算定手法で２３区の温室効果ガス排出量を算定した。 

○効 果  同一の温室効果ガス排出量算定手法で２３区の排出量を算定、各区の温

室効果ガス対策の基礎資料として提供し、活用が図られつつある。 

○実施期間 平成１９年１１月～平成２０年３月 

 

２ 情報提供システムの構築 

○内 容   「みどり東京・温暖化防止プロジェクト」の周知、自然環境保護や地球

温暖化防止に関する情報交換・交流の場として、ホームページを開設

した。 

○効 果  「みどり東京・温暖化防止プロジェクト」の情報提供により、情報の

共有化が図ることができた。 

○実施期間 平成１９年１０月～平成２０年３月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

メインページ 
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Project.3 市区町村横断での活動の場の提供 

１ 市区町村職員共同研修の実施 

○内 容  「地球温暖化防止と自治体の役割」、「都市のヒートアイランド」をテー

マとして市区町村職員共同研修を実施した。 

○効 果  市区町村の職員が共通課題について、理解し、認識を深めることができ

た。 

○実施期間 平成１９年７月２５日～平成１９年１０月１日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講座１　テーマ「地球温暖化と自治体の役割」(講演会形式）

場所 内　　　容 講　師 受講者数

① 過去から現在までの気候変動の歴史を学び、太陽
活動や火山活動など、様々な要因で気候が変化して
きたことを学ぶとともに、最近の温暖化には人間活動
の影響が明瞭に現れていることを理解する。

②映画・書籍「不都合な真実」を参照しながら温暖化対策に
ついて考える。

① ＩＰＣＣの最新報告書に基づいて、温暖化の将来予測に
関する最新の知識を修得する。

松野　太郎

②地球が温暖化するとどのような影響が出るのか、雪氷・気
象への影響（氷河の融解、異常気象の多発など）、生態系
への影響、海面上昇、などについて解説する

三上　岳彦

講座２　テーマ：都市のヒートアイランド（シリーズ）

第
１
回

「ヒートアイランドの実態と
メカニズム」

７月２５日（水）
午後１時３０分か
ら４時３０分

飯田橋
３Ｆ 33

ヒートアイランド全般に関する講義とフィールド
ワークについて

三上　岳彦 ２９名

第
２
回

「ヒートアイランドの影響と
対策を考える」

８月１日（水） 午前
杉並区
立小学
校

校庭芝生化見学体験
　 杉並区立和泉小学校 三上　岳彦

横山　　仁
３０名

第
３
回

「都市を冷やす公園緑地
－クールアイランドの実態
を探る－」

８月１日（水） 午後
新宿区
立公園

観測体験
　新宿区立新宿中央公園
　サーモグラフィー利用（3名程度助手）

三上　岳彦 ２８名

第
４
回

「風の道に配慮した都市
計画」

８月27日（月）
午後１時３０分か
ら４時３０分

飯田橋
３Ｆ　34

簡易シミュレーションソフト体験
　　　　　　独立行政法人建築研究所
　パソコン利用

足永　靖信 ２７名

８８名

第
２
回

「地球温暖化の影響につい
て考える」

教　科　目

三上　岳彦
「地球温暖化の実態と将
来予測　-映画「不都合な
真実」から学ぶ

日　　　　程

午後１時３０分か
ら４時３０分

１３３名

      市区町村職員共同研修カリキュラム

第
１
回

飯田橋
３Ｆ

飯田橋
３Ｆ

午後１時３０分か
ら４時３０分

９月１０日（月）

１０月１日（月）

 

校庭の芝生化の見学 校庭の温度測定 


